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採訪史料画像データベース構築における今後の課題 

―学術資源であるデジタルイメージを、私達は使いこなせるか？― 
 

1. 2014・2015年度の情報センターの成果 

過去の国内再訪マイクロフィルムの全体を Hi-CAT Plus（ハイキャットプラス、HCP)にて

利用可能に 

利便性を高めた SHIPS Image Viewer(SIV)の開発・運用 

 

写真帳に替わる資源の獲得 

写真帳借り出し・コピーからの「解放」 ／ ビューア一元化1による閲覧方式の簡素化 

出納業務からの「解放」 ／ マイクロリーダーから PCモニターへ 

 

2. 問題点－所外利用者むけ 

HCPは所外非公開 ／ 最低限の検索方式 

公開ためのシステム開発を目的とした科研申請は、不採択 

マイクロスキャン（含む海外分）・デジタル採訪データの HCP 利用は、史料編纂所図書端

末のみ。海外 S科研の成果の宣伝にはマイナス材料 

 

今できることは（１） 

「宣伝」：図書室端末閲覧への誘導 

＊実践済み：所蔵史料目録データベース（Hi-CAT）の「ボーンデジタル」2結果表示で

の表示「図書室 PCで画像閲覧可能（Hi-CAT Plus）」 

＊改修案：下記ユニオンカタログからの SIV表示時のエラーメッセージ（現状：「イメ

ージがありません。」を「図書閲覧室で閲覧可能」へ） 

もうひとつの発信手段である日本古文書ユニオンカタログ DBを活用 

＊ユニオンカタログのURLリンク項目を活用。目録データは所外公開。画像は所内閲

覧室端末公開。 

＊HCP資源をユニオンで活用実験：山形大学附属図書館所蔵中条家文書【図 1】 

＊ユニオンカタログ DBプロジェクトによるデータ作成・公開を並行して推進 

きたるべき公開に備えた地道な目録データ蓄積・整備 

＊当座のHCPは冊物の一点目録を重点化 

＊分担関係の検討： HCP冊物／ユニオン一枚物 

 

                                                   
1 2015年 1月以前は複数のビューア併用。オルタナティフ・国際マイクロ KMビュー 
2 デジタル撮影データのこと。デジタル生成のドキュメント・イメージではない。 
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3. 問題点－所内 

1点目録登録用データが集まらない 

科研・史料編纂所拠点研究プロジェクトの発信手段としての認知度の低さ 

 

「印刷物至上主義」からの転換の必要性 

HCP所外公開を仮定条件とした場合 

A) 社会的な影響範囲： DB＞印刷物 

B) 「気づき」の可能性： DB＞印刷物 

C) 画像閲覧の利便性： DB＞印刷物 

 

今なすべきことは（２） 

「営業」：関係者へのデータ提供依頼（所の事業の一環として） 

データの「融通」：各データベースが生成したデータ資産を、既存資源として再活用。効率

的なデータ蓄積を図る 

「研修」：データ作成についてのノウハウを学習する「場」の設定 

CF.原文書取り扱い・デジタル撮影方法の研修 

 

4. 習得すべき「技能」事例 

リネームソフトの習熟・活用 

フリーソフト「お～瑠璃ね～む」【図 2】：エクセル CSV形式での一括処理が可能 

データ作成方法の事例紹介 

既存資源を活用し、効率的にかつ事故を回避するためのエクセル操作の習熟【図 3-1～8】 

HCP階層構造の理解を深め、適切な採訪コード・項目設定ルールを定着 

（例）１史料名単位を、HCP の書名（１採訪コード単位）で使用するとどのような事態が

発生するのか。【図 4】 

 

5. イメージデータ URLを活用したさらなる可能性 

編纂の道具として 

編年史料【図 5-1～3】 ／ 他に花押カード、古記録などでも 

DBからの新しい情報発信へ 

DBの改修：URLリンク項目の設定 

 

「学術資源であるデジタルイメージを、私達は使いこなせるか？」 

→新しい資源を使いこなすための新しい「思考方法」「技術習得」「ルーチンの確立」を 

以上 
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図 1HCPとユニオンとの比較 

図 1-1中条文書HCP検索結果一覧 

 

図 1-2中条文書ユニオン検索結果一覧・詳細 

  

 

図 2リネームソフト 

窓の杜 

http://forest.watch.impress.co.jp/library/softwar

e/allrename/より 

 

同一イメージ 

http://forest.watch.impress.co.jp/library/software/allrename/
http://forest.watch.impress.co.jp/library/software/allrename/
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図 3 既存資源を活用した登録用エクセルファイ

ルの作成方法 

条件：目録ファイルの順＝イメージリストフ

ァイルの順 

図 3-1既存資源＝目録ファイル 

 

図 3-2 イメージリストファイルの頭出し部分をチ

ェック 

 

ヒント！ブラウザの倍率を高く→サムネイルの内容判別可能 
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図 3-3頭出しの有無で並び替え 

 

図 3-4 並べ替え完了：頭出しファイルが先頭に配

列 

 

図 3-5イメージファイルと目録ファイル突き合わせ・コピペ 
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図 3-6 イメージファイルリスト並び替え、仮 ID=

ファイル名順に 

 

図 3-7HCP登録対応の「穴埋め」作業 

図 3-7-1範囲指定→Ctrl+「G」→セル選択→空白セ

ル選択 
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図 3-7-2直前セル名取得関数入力 

 

図 3-7-3Ctrl+「Enter」→空白セル全体一括入力 

 

図 3-8関数から値へ：「値」でのコピペ 
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図 4 御用留 1 冊ごとに１採訪コード＝１書名で区

切った場合 

 

図 5編年史料作業での活用例 

図 5-1リスト作成：随時にメモをとる。URLをコピペ 

 

ヒント SHIPS Image ViewerのURL取得：アドレスバーをコピペ 
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図 5-2年月日で並び替え①→「類聚」：綱文年月日入力② 

 

図 5-3綱文年月日で並び替え 

 

 

② ① 


